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はじめに 
波長選択スイッチ(WSS)は波長多重ネット

ワークにおけるスイッチ素子であり，波長チャ

ネルごとにスイッチングを行う．導波路型の

WSS は，オンチップの光ネットワーク[1]の実

現・効率化に際して重要となってくると考えら

れる．これまで我々はリング共振器（MRR）と

マッハツェンダー干渉計（MZI）型 TO スイッ

チを用いた WSS について提案・動作実証を行

ってきた[2]．このデバイスは分波-経路選択-合
波という構造であり，合分波の波長フィルタの

特性が急峻であるほど，それら 2 つの特性の偏

差の影響は大きく，損失の増大が問題となって

いた．今回我々は，合分波 2 つの波長フィルタ

を用いない新規構造を提案しその特性につい

て検討を行った． 

提案構造 
今回我々が提案する WSS の新規構造を図 1

に示す．MRR 1 は特定の波長 λ1 を透過し他の

成分とは結合しない，PS 1a/b は λ1 に対する移

相器であり，それぞれアーム間に ϕ/2 の位相差

を与える．λ1 の信号は MRR 1 によって互いに

反対側のアームに乗り移るため，片側の成分は

2 つの移相器を通過するが，他方については移

相器を通過しない．これによって 2 つのアーム

間の位相差が足し合わされ，ϕとなる．しかし，

λ1 以外の波長の信号は MRR を透過しないた

め，それぞれ 1 つずつ移相器を通過し，位相差

は打ち消し合い 0 となる．このように PS1a/b
は λ1 のみに移相器として働き，特定の波長に

対して位相差を与えることで WSS として動作

する．また，1 箇所の波長フィルタのみを通過

するため，分波・合波用の波長フィルタの特性

の偏差による WSS の特性劣化は起こらない． 

解析 
透過波長について，理想的には無限大である

MRR の 2 ポートの選択比 r と，DC の分岐比の

理想である 50％からの偏差 Δ を考えた．損失

については全体の損失となるだけで今回の計

算には含めていない． 
簡単化のために単一波長に対する構造を考

え，その波長におけるスイッチング比 S と r，
Δの関係を解析した結果を図 2 に示す．例とし

て S>20 dB である条件は r²>15 dB かつ Δ<5%
であり，実際に製作するにあたっても十分に実

現可能な値であることを明らかにした． 
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図 1 提案する WSS の構造 図 2 DC 特性誤差-スイッチング比 
DC error Δ/2 (%)
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